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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）ポリアミド樹脂と、（Ｂ）ポリオレフィンワックスと、（Ｃ）アルカリ金属塩およ
びアルカリ土類金属塩から選択される少なくとも１種の金属塩と、ガラス繊維とを含み、
（Ａ）ポリアミド樹脂が（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含み、
ガラス繊維を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、７５～２００質量部の割合で含
み、
前記（Ｃ）金属塩が炭酸塩であり、（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、炭酸塩を
１～３０質量部を含む、ポリアミド樹脂組成物。
【請求項２】
前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂が、ジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来
の構成単位から構成され、前記ジアミン由来の構成単位の７０モル％以上がメタキシリレ
ンジアミンおよびパラキシリレンジアミンの少なくとも一方に由来し、ジカルボン酸由来
の構成単位の７０モル％以上が、炭素原子数４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸
に由来するポリアミド樹脂を含む、請求項１に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項３】
前記（Ｃ）金属塩が、アスペクト比が５未満の粒子である、請求項１または２に記載のポ
リアミド樹脂組成物。
【請求項４】
前記（Ｂ）ポリオレフィンワックスの含有量が、（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対
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して１～５０質量部である、請求項１～３のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物
。
【請求項５】
さらに、（ａ－２）前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点の高いポリアミド
樹脂を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項６】
前記（ａ－２）前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点の高いポリアミド樹脂
が、ポリアミド６６である、請求項５に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項７】
さらに、核剤を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、０．１～１０質量部の割合で
含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項８】
さらに、黒色着色剤を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、０．１～１０質量部の
割合で含む、請求項１～７のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項９】
前記（Ａ）ポリアミド樹脂が、さらに、（ａ－３）前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹
脂よりも融点が低く、かつ、ガラス転移温度が２０℃以上低い脂肪族ポリアミド樹脂を含
む、請求項１～８のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項１０】
請求項１～９のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物から形成される成形品。
【請求項１１】
摺動部品である、請求項１０に記載の成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリアミド樹脂組成物および前記ポリアミド樹脂組成物を用いた成形品に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ポリアミド樹脂を摺動部品に用いることが検討されている。例えば、特許文
献１には、テレフタル酸成分と１，１０－デカンジアミン成分からなるポリアミド１００
質量部および摺動性改良材０．５～６０質量部を含有するポリアミド樹脂組成物からなる
摺動部材（摺動部品）が開示されている。また、特許文献２には、繊維状充填材を長さ方
向に揃えた状態で束ね、前記繊維状充填材の束にポリアミドを溶融させた状態で含浸させ
一体化した後に、５～１５ｍｍの長さに切断した樹脂含浸繊維束を含む樹脂組成物であり
、 前記ポリアミドが、芳香族ジカルボン酸と脂肪族ジアミンまたは脂肪族ジカルボン酸
と芳香族ジアミンから得られる芳香族ポリアミドであり、前記繊維状充填材が、炭素繊維
、ガラス繊維、アラミド繊維、玄武岩繊維から選ばれるものであり、前記樹脂組成物を用
いた摩耗性試験において、目視により表皮がめくれないと確認できるものである、耐摩耗
性成形体用の樹脂組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－６４４２０号公報
【特許文献２】特開２０１２－１３１９１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のとおり、ポリアミド樹脂を用いた摺動部品は、耐摩耗性に優れる必要がある。し
かしながら、本発明者が検討したところ、耐摩耗性が不十分であったり、耐摩耗性に優れ
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ていても、機械的強度が劣る場合があることが分かった。本発明は、かかる課題を解決す
ることを目的としたものであって、高い機械的強度を維持しつつ、耐摩耗性に優れた成形
品を提供可能なポリアミド樹脂組成物、ならびに、前記ポリアミド樹脂組成物を用いた成
形品を提供することを目的とする。
【０００５】
　かかる状況のもと、本発明者が鋭意検討を行った結果、下記手段＜１＞により、好まし
くは＜２＞～＜１６＞により、上記課題を解決しうることを見出した。
＜１＞（Ａ）ポリアミド樹脂と、（Ｂ）ポリオレフィンワックスと、（Ｃ）アルカリ金属
塩およびアルカリ土類金属塩から選択される少なくとも１種の金属塩を含み、（Ａ）ポリ
アミド樹脂が（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含む、ポリアミド樹脂組成物。
＜２＞前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂が、ジアミン由来の構成単位とジカルボン
酸由来の構成単位から構成され、前記ジアミン由来の構成単位の７０モル％以上がメタキ
シリレンジアミンおよびパラキシリレンジアミンの少なくとも一方に由来し、ジカルボン
酸由来の構成単位の７０モル％以上が、炭素原子数４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカル
ボン酸に由来するポリアミド樹脂を含む、＜１＞に記載のポリアミド樹脂組成物。
＜３＞前記（Ｃ）金属塩が、アスペクト比が５未満の粒子である、＜１＞または＜２＞に
記載のポリアミド樹脂組成物。
＜４＞前記（Ｃ）金属塩が炭酸塩である、＜１＞～＜３＞のいずれか１つに記載のポリア
ミド樹脂組成物。
＜５＞前記（Ｃ）金属塩がアルカリ土類金属塩である、＜１＞～＜４＞のいずれか１つに
記載のポリアミド樹脂組成物。
＜６＞前記（Ｂ）ポリオレフィンワックスの含有量が、（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量
部に対して１～５０質量部である、＜１＞～＜５＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹
脂組成物。
＜７＞（Ａ）ポリアミド樹脂と、（Ｂ）ポリオレフィンワックスと、（Ｃ）アルカリ金属
塩およびアルカリ土類金属塩から選択される少なくとも１種の金属塩を含み、前記（Ａ）
ポリアミド樹脂が、ジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来の構成単位から構成され
、前記ジアミン由来の構成単位の７０モル％以上がメタキシリレンジアミンおよびパラキ
シリレンジアミンの少なくとも一方に由来し、ジカルボン酸由来の構成単位の７０モル％
以上が、炭素原子数４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸に由来するポリアミド樹
脂を含み、前記（Ｃ）金属塩が、アスペクト比が５未満の粒子であり、かつ、炭酸カルシ
ウムであり、前記（Ｂ）ポリオレフィンワックスの含有量が、（Ａ）ポリアミド樹脂１０
０質量部に対して１～５０質量部である、ポリアミド樹脂組成物。
＜８＞さらに、（ａ－２）前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点の高いポリ
アミド樹脂を含む、＜１＞～＜７＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物。
＜９＞前記（ａ－２）前記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点の高いポリアミ
ド樹脂が、ポリアミド６６である、＜８＞に記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１０＞さらに、無機充填剤を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、１０～２００
質量部の割合で含む、＜１＞～＜９＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１１＞前記無機充填剤がガラス繊維である、＜１０＞に記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１２＞さらに、核剤を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、０．１～１０質量部
の割合で含む、＜１＞～＜１１＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１３＞さらに、黒色着色剤を（Ａ）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、０．１～１０
質量部の割合で含む、＜１＞～＜１２＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１４＞前記（Ａ）ポリアミド樹脂が、さらに、（ａ－３）前記（ａ－１）半芳香族ポリ
アミド樹脂よりも融点が低く、かつ、ガラス転移温度が２０℃以上低い脂肪族ポリアミド
樹脂を含む、＜１＞～＜１３＞のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物。
＜１５＞＜１＞～＜１４＜のいずれか１つに記載のポリアミド樹脂組成物から形成される
成形品。
＜１６＞摺動部品である、＜１５＞に記載の成形品。



(4) JP 6951075 B2 2021.10.20

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【０００６】
　本発明により、高い機械的強度を維持しつつ、耐摩耗性に優れた成形品を提供可能なポ
リアミド樹脂組成物、ならびに、前記ポリアミド樹脂組成物を用いた成形品を提供可能に
なった。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下において、本発明の内容について詳細に説明する。尚、本明細書において「～」と
はその前後に記載される数値を下限値および上限値として含む意味で使用される。
【０００８】
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、（Ａ）ポリアミド樹脂と、（Ｂ）ポリオレフィンワ
ックスと、（Ｃ）アルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩から選択される少なくとも１
種の金属塩を含み、（Ａ）ポリアミド樹脂が（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含むこ
とを特徴とする。このような構成とすることにより、高い機械的強度を維持しつつ、耐摩
耗性に優れた成形品が得られる。このメカニズムは、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂
が機械的強度を高く維持し、（Ｃ）金属塩がポリオレフィンワックスの溶出を効果的に抑
制し、摺動部品が柔らかく保たれ、摺動部品を削れにくくすることができるためと推定さ
れる。
【０００９】
＜（Ａ）ポリアミド樹脂＞
＜＜（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂＞＞
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含む。
半芳香族ポリアミド樹脂を含むことにより、得られる成形品の機械的強度や荷重たわみ温
度を高く維持することが可能になる。
　ここで、半芳香族ポリアミド樹脂とは、ジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来の
構成単位から構成され、ジアミン由来の構成単位およびジカルボン酸由来の構成単位の合
計構成単位の３０～７０モル％が芳香環を含む構成単位であることをいい、ジアミン由来
の構成単位およびジカルボン酸由来の構成単位の合計構成単位の４０～６０モル％が芳香
環を含む構成単位であることが好ましい。
【００１０】
　本発明で用いる半芳香族ポリアミド樹脂としては、ポリヘキサメチレンテレフタラミド
（ポリアミド６Ｔ）、ポリヘキサメチレンイソフタラミド（ポリアミド６Ｉ）、ポリアミ
ド６６／６Ｔ、ポリキシリレンアジパミド、ポリキシリレンセバカミド、ポリキシリレン
ドデカミド、ポリアミド９Ｔ、ポリアミド９ＭＴ、ポリアミド６Ｉ／６Ｔ等が挙げられる
。
【００１１】
　上述のようなポリアミド樹脂の中でも、成形性、耐熱性の観点から、ジアミン由来の構
成単位とジカルボン酸由来の構成単位から構成され、前記ジアミン由来の構成単位の７０
モル％以上がメタキシリレンジアミンおよびパラキシリレンジアミンの少なくとも一方に
由来し、ジカルボン酸由来の構成単位の７０モル％以上が、炭素原子数４～２０のα，ω
－直鎖脂肪族ジカルボン酸に由来するポリアミド樹脂（以下、「ＸＤ系ポリアミド」とい
うことがある）であることが好ましい。
【００１２】
　ＸＤ系ポリアミドは、ジアミン由来の構成単位の７０モル％以上、好ましくは８０モル
％以上、より好ましくは９０モル％以上、さらに好ましくは９５モル％以上がメタキシリ
レンジアミンおよびパラキシリレンジアミンの少なくとも一方に由来し、ジカルボン酸由
来の構成単位の７０モル％以上、好ましくは８０モル％以上、より好ましくは９０モル％
、さらに好ましくは９５モル％以上が、炭素原子数が４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカ
ルボン酸に由来する。ＸＤ系ポリアミドは、ジアミン由来の構成単位の、好ましくは５０
モル％以上、より好ましくは６０モル％以上がメタキシリレンジアミン由来の構成単位で
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ある。
【００１３】
　ＸＤ系ポリアミドの原料ジアミン成分として用いることができるメタキシリレンジアミ
ンおよびパラキシリレンジアミン以外のジアミンとしては、テトラメチレンジアミン、ペ
ンタメチレンジアミン、２－メチルペンタンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、ヘプタ
メチレンジアミン、オクタメチレンジアミン、ノナメチレンジアミン、デカメチレンジア
ミン、ドデカメチレンジアミン、２，２，４－トリメチル－ヘキサメチレンジアミン、２
，４，４－トリメチルヘキサメチレンジアミン等の脂肪族ジアミン、１，３－ビス（アミ
ノメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（アミノメチル）シクロヘキサン、１，３－ジ
アミノシクロヘキサン、１，４－ジアミノシクロヘキサン、ビス（４－アミノシクロヘキ
シル）メタン、２，２－ビス（４－アミノシクロヘキシル）プロパン、ビス（アミノメチ
ル）デカリン、ビス（アミノメチル）トリシクロデカン等の脂環式ジアミン、ビス（４－
アミノフェニル）エーテル、パラフェニレンジアミン、ビス（アミノメチル）ナフタレン
等の芳香環を有するジアミン等を例示することができ、１種または２種以上を混合して使
用できる。
　ジアミン成分として、キシリレンジアミン以外のジアミンを用いる場合は、ジアミン由
来の構成単位の２０モル％未満であることが好ましく、１０モル％以下であることがより
好ましい。
【００１４】
　ポリアミド樹脂の原料ジカルボン酸成分として用いるのに好ましい炭素原子数４～２０
のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸としては、例えばコハク酸、グルタル酸、ピメリン酸
、スベリン酸、アゼライン酸、アジピン酸、セバシン酸、ウンデカン二酸、ドデカン二酸
等の脂肪族ジカルボン酸が例示でき、１種または２種以上を混合して使用できるが、これ
らの中でもポリアミド樹脂の融点が成形加工するのに適切な範囲となることから、アジピ
ン酸またはセバシン酸が好ましく、アジピン酸がより好ましい。
【００１５】
　上記炭素原子数４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸以外のジカルボン酸成分と
しては、イソフタル酸、テレフタル酸、オルソフタル酸等のフタル酸化合物、１，２－ナ
フタレンジカルボン酸、１，３－ナフタレンジカルボン酸、１，４－ナフタレンジカルボ
ン酸、１，５－ナフタレンジカルボン酸、１，６－ナフタレンジカルボン酸、１，７－ナ
フタレンジカルボン酸、１，８－ナフタレンジカルボン酸、２，３－ナフタレンジカルボ
ン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、２，７－ナフタレンジカルボン酸といった異性
体等のナフタレンジカルボン酸等を例示することができ、１種または２種以上を混合して
使用できる。炭素原子数４～２０のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸以外のジカルボン酸
成分を用いる場合、ジカルボン酸由来の構成単位の２０モル％未満であることが好ましく
、１０モル％以下であることがより好ましい。
【００１６】
　尚、ジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来の構成単位を主成分として構成される
が、これら以外の構成単位を完全に排除するものではなく、ε－カプロラクタムやラウロ
ラクタム等のラクタム類、アミノカプロン酸、アミノウンデカン酸等の脂肪族アミノカル
ボン酸類由来の構成単位を含んでいても良いことは言うまでもない。ここで主成分とは、
（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂におけるジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来
の構成単位の合計が全構成単位のうち最も多い成分であることをいう。本発明では、（ａ
－１）半芳香族ポリアミド樹脂におけるジアミン由来の構成単位とジカルボン酸由来の構
成単位の合計は、全構成単位の９０％以上を占めることが好ましく９５％以上を占めるこ
とがより好ましい。
【００１７】
　（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の融点は、１５０～３１０℃であることが好ましく
、１８０～３００℃であることがより好ましく、１８０～２５０℃であることがさらに好
ましい。
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　また、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂のガラス転移温度は、５０～１００℃が好ま
しく、５５～１００℃がより好ましく、特に好ましくは６０～１００℃である。この範囲
であると、成形品の耐熱性がより良好となる傾向にある。
【００１８】
　（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂は、数平均分子量（Ｍｎ）の下限が、６，０００以
上であることが好ましく、８，０００以上であることがより好ましく、１０，０００以上
であることがさらに好ましく、１５，０００以上であることが一層好ましく、２０，００
０以上であることがより一層好ましく、２２，０００以上であることがさらに一層好まし
い。上記Ｍｎの上限は、３５，０００以下が好ましく、３０，０００以下がより好ましく
、２８，０００以下がさらに好ましく、２６，０００以下が一層好ましい。このような範
囲であると、耐熱性、弾性率、寸法安定性、成形加工性がより良好となる。
【００１９】
　（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂は、分子量分布（重量平均分子量／数平均分子量（
Ｍｗ／Ｍｎ））が、好ましくは１．８～３．１である。分子量分布は、より好ましくは１
．９～３．０、さらに好ましくは２．０～２．９である。分子量分布をこのような範囲と
することにより、機械物性に優れた立体構造物が得られやすい傾向にある。
　（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の分子量分布は、例えば、重合時に使用する開始剤
や触媒の種類、量および反応温度、圧力、時間等の重合反応条件などを適宜選択すること
により調整できる。また、異なる重合条件によって得られた平均分子量の異なる複数種の
ポリアミド樹脂を混合したり、重合後の（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を分別沈殿さ
せることにより調整することもできる。
【００２０】
　数平均分子量および重量平均分子量は、ＧＰＣ測定により求めることができ、具体的に
は、装置として東ソー社製「ＨＬＣ－８３２０ＧＰＣ」、カラムとして、東ソー社製「Ｔ
ＳＫ ｇｅｌ Ｓｕｐｅｒ ＨＭ－Ｈ」２本を使用し、溶離液トリフルオロ酢酸ナトリウム
濃度１０ｍｍｏｌ／Ｌのヘキサフルオロイソプロパノール（ＨＦＩＰ）、樹脂濃度０．０
２質量％、カラム温度４０℃、流速０．３ｍＬ／分、屈折率検出器（ＲＩ）の条件で測定
し、標準ポリメチルメタクリレート換算の値として求めることができる。また、検量線は
６水準のＰＭＭＡをＨＦＩＰに溶解させて測定し作成する。
【００２１】
　本発明のポリアミド樹脂組成物における（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の含有量の
下限は、（Ａ）ポリアミド樹脂中、１０質量％以上が好ましく、３０質量％以上であるこ
とがより好ましく、５０質量％以上であることがさらに好ましく、７０質量％以上である
ことが一層好ましく、７５質量％以上より一層好ましく、８０質量％以上であってもよい
。前記含有量の上限は、１００質量％以下であり、９５質量％以下が好ましい。
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を１種の
み含んでいてもよいし、２種以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範
囲となることが好ましい。
【００２２】
＜＜（ａ－２）ポリアミド樹脂＞＞
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融
点の高いポリアミド樹脂（以下、「（ａ－２）ポリアミド樹脂」ということがある）を含
んでいてもよい。このようなポリアミド樹脂を配合すると樹脂組成物の熱変形温度が向上
する傾向にある。（ａ－２）ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂より
も融点が高いが、１０℃以上高いことが好ましく２０℃以上高いことがさらに好ましい。
（ａ－２）ポリアミド樹脂と（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の融点の差は、６０℃以
下であることが好ましく、３５℃以下であることがより好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物が２種以上の（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含む
場合、あるいは、２種以上の（ａ－２）ポリアミド樹脂を含む場合、少なくとも１種の（
ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と、少なくとも１種の（ａ－２）ポリアミド樹脂が、上
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記関係を満たせばよい。しかしながら、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の好ましくは
９０質量％以上、より好ましくは９５質量％以上、さらに好ましくは９８質量％以上と、
（ａ－２）ポリアミド樹脂の好ましくは９０質量％以上、より好ましくは９５質量％以上
、さらに好ましくは９８質量％以上が、上記関係を満たすことが好ましい。
　また、（ａ－２）ポリアミド樹脂と（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂のガラス転移温
度の差は、６０℃以下であることが好ましく、３５℃以下であることがより好ましい。
【００２３】
　（ａ－２）ポリアミド樹脂の融点は、１８０～３００℃であることが好ましく、１９０
～２９０℃であることがより好ましく、２００～２８０℃であることがさらに好ましい。
　また、（ａ－２）ポリアミド樹脂のガラス転移温度は、３０～１２０℃が好ましく、３
５～１００℃がより好ましく、特に好ましくは４０～８０℃である。
　（ａ－２）ポリアミド樹脂は、数平均分子量（Ｍｎ）の下限が、６，０００以上である
ことが好ましく、８，０００以上であることがより好ましく、１０，０００以上であるこ
とがさらに好ましく、１５，０００以上であることが一層好ましく、２０，０００以上で
あることがより一層好ましく、２２，０００以上であることがさらに一層好ましい。上記
Ｍｎの上限は、３５，０００以下が好ましく、３０，０００以下がより好ましく、２８，
０００以下がさらに好ましく、２６，０００以下が一層好ましい。
【００２４】
　（ａ－２）ポリアミド樹脂は、ポリアミド６６、ポリアミド４６、ポリアミド６６、ポ
リアミド６１０、ポリアミド６１２、ポリアミド１１、ポリアミド１２が好ましく、ポリ
アミド６６がより好ましい。また、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の種類によっては
、ポリアミド６なども用いることができる。
【００２５】
　ポリアミド６６としては、宇部興産社製のＵＢＥナイロン２０１５Ｂ、２０２０Ｂ、２
０２６Ｂ（商品名）や、東レ社製のアミランＣＭ３００７、ＣＭ３００１、ＣＭ３００１
－Ｎ、ＣＭ３００６、ＣＭ３３０１、ＣＭ３３０４、ＣＭ３００４（商品名）、旭化成社
製のレオナ１２００Ｓ、１３００Ｓ、１５００、１７００（商品名）、ＢＡＳＦ社製のＵ
ｌｔｒａｍｉｄ　１０００、１００３、Ａ３、Ｎ３２２、Ａ３Ｘ２Ｇ５（商品名）、ＥＭ
Ｓ社製のＧＲＩＬＯＮ　ＡＳシリーズ、ＡＺシリーズ、ＡＲ、ＡＴシリーズ（商品名）、
ＤｕＰｏｎｔ社製のＺｙｔｅｌ　１０１、１０３、４２Ａ、４０８（商品名）を挙げるこ
とができる。
【００２６】
　本発明のポリアミド樹脂組成物における（ａ－２）ポリアミド樹脂の含有量の下限は、
配合する場合、（Ａ）ポリアミド樹脂中、１質量％以上であることが好ましく、３質量％
以上であることがより好ましく、５質量％以上であることがさらに好ましく、８質量％以
上が一層好ましく、１０質量％以上がより一層好ましい。前記含有量の上限は、５０質量
％以下であることが好ましく、４０質量％以下であることがより好ましく、３０質量％以
下であることがさらに好ましく、２０質量％以下であることが特に好ましい。但し、（ａ
－１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－２）ポリアミド樹脂の合計量が１００質量％を超
えることはない。また、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂を配合する場合、（ａ－
１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－２）ポリアミド樹脂と（ａ－３）低融点脂肪族ポリ
アミド樹脂の合計量が１００質量％を超えることはない。
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、（ａ－２）ポリアミド樹脂を１種のみ含んで
いてもよいし、２種以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となる
ことが好ましい。
【００２７】
＜＜（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂＞＞
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、上記（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂より
も融点が低く、かつ、ガラス転移温度が２０℃以上低い脂肪族ポリアミド樹脂（以下、「
（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂」ということがある）を含む。（ａ－３）低融点



(8) JP 6951075 B2 2021.10.20

10

20

30

40

50

脂肪族ポリアミド樹脂は、ガラス転移温度が低く、かつ、融点が低いため、摺動部品に用
いた場合に、摺動面の発熱に際し、表面が軟化し、摺動部品の表面の摩耗を効果的に抑制
できる。
　（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも
融点が低いが１０℃以上低いことが好ましく、１５℃以上低いことがより好ましい。また
、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂と（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂の融点の
差は、３０℃以内であることが好ましい。
　（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも
ガラス転移温度が２０℃以上低いが、２５℃以上低いことが好ましく、２６℃以上低いこ
とがより好ましい。（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂と（ａ－１）半芳香族ポリア
ミド樹脂よりもガラス転移温度の差は、３５℃以内であることが好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物が２種以上の（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂を含む
場合、あるいは、２種以上の（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂を含む場合、少なく
とも１種の（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と、少なくとも１種の（ａ－３）低融点脂
肪族ポリアミド樹脂が、上記関係を満たせばよい。しかしながら、（ａ－１）半芳香族ポ
リアミド樹脂の好ましくは９０質量％以上、より好ましくは９５質量％以上、さらに好ま
しくは９８質量％以上と、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂の好ましくは９０質量
％以上、より好ましくは９５質量％以上、さらに好ましくは９８質量％以上が、上記関係
を満たすことが好ましい。
【００２８】
（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂の融点は、１８０～３００℃であることが好まし
く、１９０～２９０℃であることがより好ましく、２００～２８０℃であることがさらに
好ましい。
　また、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂のガラス転移温度は、３０～１２０℃が
好ましく、３５～１００℃がより好ましく、特に好ましくは４０～８０℃である。
　（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂は、数平均分子量（Ｍｎ）の下限が、４，００
０以上であることが好ましく、４，０００以上であることがより好ましく、５，０００以
上であることがさらに好ましく、７，０００以上であることが一層好ましく、８，０００
以上であることがより一層好ましく、１０，０００以上であることがさらに一層好ましい
。上記Ｍｎの上限は、２０，０００以下が好ましく、１７，０００以下がより好ましく、
１５，０００以下がさらに好ましく、１３，０００以下が一層好ましい。
【００２９】
　ここで、脂肪族ポリアミド樹脂とは、ポリアミド樹脂を構成する構成単位の６０％以上
が脂肪族由来の構成単位であることをいい、好ましくは構成単位の６０％以上が脂肪族由
来の構成単位であり、より好ましくは構成単位の８０％以上が脂肪族由来の構成単位であ
り、さらに好ましくは構成単位の９０％以上が脂肪族由来の構成単位であり、一層好まし
くは構成単位の９５％以上が脂肪族由来の構成単位であることをいう。
【００３０】
　（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂は、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂との関
係で適宜選択されるが、ポリアミド６、ポリアミド４６、ポリアミド６６、ポリアミド６
１０、ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２が好ましく、ポリアミド
６がより好ましい。
【００３１】
　ポリアミド６としては、デュポン社製のザイテル１０１１ＦＢ（商品名）、宇部興産社
製のＵＢＥナイロン１０１１Ｂ、１０１５Ｂ、１０２２Ｂ、１０１８ＳＥ（商品名）や、
東レ社製のアミランＣＭ１００７、ＣＭ１０１７、ＣＭ１０２１、ＣＭ１０２６、ＣＭ１
０１４（商品名）、ＢＡＳＦ社製のＵｌｔｒａｍｉｄ８２００、８２０２、８２７０、Ｂ
２７、Ｂ３Ｋ、Ｂ３Ｓ、８２３２Ｇ（商品名）、ＥＭＳ社製のＧＲＩＬＯＮ　ＢＳシリー
ズ、ＢＺシリーズ、ＢＲＺシリーズ（商品名）を挙げることができる。
【００３２】
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　本発明のポリアミド樹脂組成物における（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂の含有
量の下限は、（Ａ）ポリアミド樹脂中、１０質量％以上であることが好ましく、１５質量
％以上であることがより好ましい。前記含有量の上限は、７０質量％以下であることが好
ましく、６０質量％以下であることがより好ましく、５０質量％以下であってもよい。
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂を１
種のみ含んでいてもよいし、２種以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上
記範囲となることが好ましい。
【００３３】
＜＜ポリアミド樹脂のブレンド＞＞
　本発明における（Ａ）ポリアミド樹脂は、上記ポリアミド樹脂（ａ－１）～（ａ－３）
以外のポリアミド樹脂を１種または２種以上含んでいてもよい。
　本発明の実施形態の一例では、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－２）ポリア
ミド樹脂の合計量が（Ａ）ポリアミド樹脂の９０質量％以上を占めることが好ましく、９
５質量％以上を占めることがより好ましく、９９質量％以上を占めることがさらに好まし
い。
　また、本実施形態では、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－２）ポリアミド樹
脂の質量比である、（ａ－１）／（ａ－２）の割合が１．０～１０．０であることが好ま
しく、３．０～８．０であることがより好ましい。このような比率とすることにより、半
芳香族ポリアミド樹脂の低吸水特性を大幅に損なうことなく、樹脂組成物の熱変形温度を
より向上することができる。
【００３４】
　本発明の実施形態の他の一例は、（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂を配合する形
態である。本実施形態では、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－２）ポリアミド
樹脂と（ａ－３）低融点脂肪族ポリアミド樹脂の合計量が（Ａ）ポリアミド樹脂の９０質
量％以上を占めることが好ましく、９５質量％以上を占めることがより好ましく、９９質
量％以上を占めることがさらに好ましい。
　本実施形態では、（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂と（ａ－３）低融点脂肪族ポリア
ミド樹脂の質量比である、（ａ－１）／（ａ－３）が０．５～５．０であることが好まし
い。このような比率とすることにより、比摩耗量がより少なくなる傾向にある。
【００３５】
　本発明のポリアミド樹脂組成物における（Ａ）ポリアミド樹脂の合計量の下限は、１０
質量％以上であることが好ましく、２０質量％以上であることがより好ましく、２５質量
％以上であることがさらに好ましく、３０質量％以上であることが一層好ましい。上記合
計量の上限は、９０質量％以下であることが好ましく、８０質量％以下であることがより
好ましく、６０質量％以下であることがさらに好ましく、５０質量％以下であることが一
層好ましく、４５質量％以下であることがより一層好ましく、４０質量％以下であること
がさらに一層好ましい。
【００３６】
＜（Ｂ）ポリオレフィンワックス＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、ポリオレフィンワックスを含む。ポリオレフィンワ
ックスを含むことにより、樹脂組成物の摩擦係数を低減し、材料摺動面の摩耗を低減させ
ることができる。ポリオレフィンワックスの例には、低分子量ポリエチレン、低分子量ポ
リエチレン共重合体、またはそれらを酸化変性または酸変性することによって極性基を導
入した、変性ポリエチレンワックスが含まれる。また、酸化変性または酸変性することに
よって、極性基を導入した、変性ポリエチレンワックスを（Ｂ）ポリオレフィンワックス
の１～１０質量％の量で配合すると、ポリアミド樹脂中での分散性を向上させることがで
き、より好ましい。ポリオレフィンワックスの数平均分子量（Ｍｎ）は、適宜選択して決
定すればよいが、２００００未満であることが好ましく、５００～１５０００がより好ま
しく、１０００～１００００であることがさらに好ましく、１０００～９０００であるこ
とが特に好ましい。ポリオレフィンワックスのＭｎは、ゲル浸透クロマトグラフィ（ＧＰ
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Ｃ）により測定できる。
　本発明において用いられるポリオレフィンワックスは、融点が６０～１４５℃であるこ
とが好ましい。
【００３７】
　ポリオレフィンワックスとしては、ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、
酸化ポリエチレンワックス、酸変性ポリエチレンワックス、酸変性ポリプロピレンワック
スなどが挙げられる。
　ポリオレフィンワックスの市販品としては、例えば、三井化学社製"三井ハイワックス"
の８００Ｐ、４００Ｐ、２００Ｐ、１００Ｐ、７２０Ｐ、４２０Ｐ、３２０Ｐ、４０５Ｍ
Ｐ、３２０ＭＰ、４０５１Ｅ、２２０３Ａ、１１４０Ｈ、ＮＬ８００、ＮＰ０５５、ＮＰ
１０５、ＮＰ５０５、ＮＰ８０５、１１０５Ａ、２２０３ＡおよびＮＰ０５５５Ａなどを
用いることができる。
【００３８】
　本発明のポリアミド樹脂組成物におけるポリオレフィンワックスの含有量は、（Ａ）ポ
リアミド樹脂１００質量部に対し、下限が１質量部以上であることが好ましく、３質量部
以上であることがより好ましく、４質量部以上であることがさらに好ましく、５質量部以
上であることが一層好ましく、７質量部以上であることがより一層好ましく、９質量部以
上であることがさらに一層好ましい。上記含有量の上限は、５０質量部以下であることが
好ましく、３０質量部以下であることがより好ましく、２５質量部以下であることがさら
に好ましく、２０質量部以下であることが一層好ましく、１５質量部以下であることがよ
り一層好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、ポリオレフィンワックスを、１種のみ含んでいても
よいし、２種以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となることが
好ましい。
【００３９】
＜（Ｃ）金属塩＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、アルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩から選択
される少なくとも１種の金属塩を含む。前記（Ｃ）金属塩を配合することにより、ポリオ
レフィンワックスの溶出を効果的に抑制し、摺動部品としたときの摺動面の硬度をより高
く維持することが可能になり、耐摩耗性を向上させることができる。本発明で用いる金属
塩は、アルカリ土類金属塩であることが好ましい。
　アルカリ金属としては、ナトリウム、カリウムが例示される。アルカリ土類金属として
は、カルシウム、マグネシウム、バリウムが例示され、カルシウムまたはバリウムが好ま
しい。
　本発明では、金属塩は、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、炭酸バリウムなどの炭酸
塩、および、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウムなどの硫酸塩が好ましく、炭酸塩がより
好ましく、炭酸カルシウムおよび炭酸バリウムがさらに好ましく、炭酸カルシウムが一層
好ましい。
　金属塩の粒子径は、０．１～５０μｍであることが好ましく、０．５～３０μｍである
ことがより好ましく、１～１０μｍであることがさらに好ましい。
　本発明で用いる金属塩は、アスペクト比が５未満の粒子であることが好ましい。このよ
うなアスペクト比とすることにより、金属塩が球状に近づき、本発明の効果がより効果的
に達成される。
　上記金属塩の市販品としては、日東粉化工業社製、ＮＳ１００が例示される。
【００４０】
　本発明のポリアミド樹脂組成物における上記金属塩の含有量は、（Ａ）ポリアミド樹脂
１００質量部に対し、下限が１質量部以上であることが好ましく、３質量部以上であるこ
とがより好ましく、４質量部以上であることがさらに好ましく、５質量部以上であること
が一層好ましく、６質量部以上であることがより一層好ましく、９質量部以上であること
がさらに一層好ましい。上記含有量の上限は、１００質量部以下であることが好ましく、
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５０質量部以下であることがより好ましく、３０質量部以下であることがさらに好ましく
、２５質量部以下であることが一層好ましく、２０質量部以下であることがより一層好ま
しく、１５質量部以下がさらに一層好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、上記（Ｃ）金属塩を、１種のみ含んでいてもよいし
、２種以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となることが好まし
い。
【００４１】
＜無機充填剤＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、ポリアミド樹脂組成物を補強し、剛性、耐熱性およ
び寸法安定性等を向上させる目的で、無機充填剤を配合することが好ましい。無機充填剤
の形状等については、特に制限はなく、繊維状、板状、粒状、針状のいずれでもよいが、
繊維状が好ましい。但し、本発明における無機充填剤は、後述する核剤および金属塩を除
く趣旨である。
　無機充填剤の具体例としては、例えば、ガラスを主成分とする無機充填剤（ガラス繊維
、ガラスフレーク、ガラスビーズ、ミルドファイバー）、アルミナ繊維および炭素繊維が
好ましく、ガラスを主成分とする無機充填剤がより好ましく、ガラス繊維がさらに好まし
い。
【００４２】
　本発明で好ましく使用されるガラス繊維は、数平均繊維径が２０μｍ以下のものが好ま
しく、１～１５μｍのものが、物性バランス（耐熱剛性、衝撃強度）をより一層高める点
、並びに成形反りをより一層低減させる点で好ましい。
　原料ガラスの組成は、無アルカリのものも好ましく、例えば、Ｅガラス、Ｃガラス、Ｓ
ガラス等が挙げられるが、本発明では、Ｅガラスが好ましく用いられる。
【００４３】
　ガラス繊維は、例えば、γ－メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリ
シドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のシラ
ンカップリング剤等の表面処理剤で表面処理されていることが好ましい。表面処理剤の付
着量は、ガラス繊維の０．０１～１質量％であることが好ましい。さらに必要に応じて、
脂肪酸アミド化合物、シリコーンオイル等の潤滑剤、第４級アンモニウム塩等の帯電防止
剤、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂等の被膜形成能を有する樹脂、被膜形成能を有する樹脂
と熱安定剤、難燃剤等の混合物で表面処理されたものを用いることもできる。
【００４４】
　本発明のポリアミド樹脂組成物が、 無機充填剤を含む場合、その含有量は、（Ａ）ポ
リアミド樹脂１００質量部に対し、下限が１０質量部以上であることが好ましく、５０質
量部以上であることがより好ましく、７５質量部以上であることがさらに好ましく、１０
０質量部以上であることが一層好ましく、１３０質量部以上であることがより一層好まし
く、１５０質量部以上であることがさらに一層好ましい。上記含有量の上限は、２００質
量部以下であることが好ましく、１９０質量部以下であることがより好ましく、１８５質
量部以下であることがさらに好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、無機充填剤を、１種のみ含んでいてもよいし、２種
以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となることが好ましい。
【００４５】
＜核剤＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、結晶化速度を上げて成形性を高めるため、核剤を含
んでいてもよい。核剤の種類は、特に、限定されるものではないが、タルク、窒化ホウ素
、マイカ、カオリン、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、窒化珪素、チタン酸カリウムおよ
び二硫化モリブデンが好ましく、タルクおよび窒化ホウ素がより好ましく、タルクがさら
に好ましい。
　核剤の平均粒子径は、４～１０μｍであることが好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物が核剤を含む場合、その含有量は、（Ａ）ポリアミド樹
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脂１００質量部に対し、０．１～１０質量部であることが好ましく、０．５～８質量部が
より好ましく、１～５質量部がさらに好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、核剤を、１種のみ含んでいてもよいし、２種以上含
んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となることが好ましい。
【００４６】
＜黒色着色剤＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、黒色着色剤を含んでいてもよい。本発明で用いる黒
色着色剤としては、カーボンブラックが例示される。カーボンブラックの詳細は、特開２
０１１－５７９７７号公報の段落００２１の記載を参酌でき、これらの内容は本明細書に
組み込まれる。
　また、本発明のポリアミド樹脂組成物にカーボンブラック等の黒色着色剤を配合する場
合、ポリアミド樹脂組成物の製造に際し、特開２０１１－５７９７７号公報の段落００３
８～００４２の記載を参酌でき、これらの内容は本明細書に組み込まれる。
　本発明で用いるカーボンブラックは、ＤＢＰ吸油量が４０～６０ｇ／ｃｍ3であること
が好ましい。
　本発明のポリアミド樹脂組成物が黒色着色剤を含む場合、その含有量の下限値は、（Ａ
）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、０．１質量部以上であることが好ましく、０．５
質量部以上であることがより好ましく、０．６質量部以上であることがさらに好ましく、
０．８質量部以上であることが一層好ましく、１質量部以上であることがより一層好まし
い。前記下限値を上記値とすることにより、比摩耗量をより小さくできる。また、成形品
の外観をより向上させることができる。一方、前記黒色着色剤の含有量の上限値は、（Ａ
）ポリアミド樹脂１００質量部に対し、１０質量部以下であることが好ましく、８質量部
以下であることがより好ましく、６質量部以下であることがさらに好ましい。前記上限値
を上記値とすることにより、成形品の外観をより向上させることができる。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、黒色着色剤を、１種のみ含んでいてもよいし、２種
以上含んでいてもよい。２種以上含む場合、合計量が上記範囲となることが好ましい。
【００４７】
＜その他の添加剤＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、本発明の趣旨を損なわない範囲で、上記の他、ポリ
アミド樹脂に一般的に用いられうる他の添加剤を含んでいてもよい。このようなその他の
添加剤としては、ポリアミド樹脂以外の樹脂、離型剤、潤滑剤、安定剤、難燃剤、蛍光漂
白剤、可塑化剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、帯電防止剤、流動性改良剤等が例示される
。他の添加剤の含有量は、合計で、ポリアミド樹脂組成物の５質量％以下であることが好
ましい。これらの添加剤の詳細は、特開２０１１－５７９７７号公報や特開２０１５－１
２９２４４号公報に記載を参酌でき、これらの内容は本明細書に組み込まれる。
　他の樹脂としては、ポリエステル樹脂、ポリフェニレンスルフィド樹脂、ポリフェニレ
ンエーテル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアリレート樹脂、フェノール樹脂、および
エポキシ樹脂等が挙げられる。
【００４８】
＜ポリアミド樹脂組成物の製造方法＞
　本発明のポリアミド樹脂組成物の製造方法は、特に定めるものではなく、公知の熱可塑
性樹脂組成物の製造方法を広く採用できる。具体的には、各成分を、タンブラーやヘンシ
ェルミキサーなどの各種混合機を用い予め混合した後、バンバリーミキサー、ロール、ブ
ラベンダー、単軸押出機、二軸押出機、ニーダーなどで溶融混練することによってポリア
ミド樹脂組成物を製造することができる。
【００４９】
　また、例えば、各成分を予め混合せずに、または、一部の成分のみを予め混合し、フィ
ーダーを用いて押出機に供給して溶融混練して、ポリアミド樹脂組成物を製造することも
できる。
　さらに、例えば、一部の成分を予め混合し押出機に供給して溶融混練することで得られ
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る樹脂組成物をマスターバッチとし、このマスターバッチを再度残りの成分と混合し、溶
融混練することによってポリアミド樹脂組成物を製造することもできる。
【００５０】
＜成形品＞
　次に、本発明のポリアミド樹脂組成物から形成される成形品について説明する。 本発
明のポリアミド樹脂組成物をペレタイズして得られたペレットは、各種の成形法で成形し
て成形品とされる。またペレットを経由せずに、押出機で溶融混練された樹脂組成物を直
接、成形して成形品にすることもできる。
　成形品の形状としては、特に制限はなく、成形品の用途、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、例えば、板状、プレート状、ロッド状、シート状、フィルム状、円筒状、環状
、円形状、楕円形状、歯車状、多角形形状、異形品、中空品、枠状、箱状、パネル状のも
の等が挙げられる。
【００５１】
　成形体を成形する方法としては、特に制限されず、従来公知の成形法を採用でき、例え
ば、射出成形法、射出圧縮成形法、押出成形法、異形押出法、トランスファー成形法、中
空成形法、ガスアシスト中空成形法、ブロー成形法、押出ブロー成形、ＩＭＣ（インモー
ルドコ－ティング成形）成形法、回転成形法、多層成形法、２色成形法、インサート成形
法、サンドイッチ成形法、発泡成形法、加圧成形法等が挙げられる。
【００５２】
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、高い機械的強度を維持しつつ、高い耐摩耗性を有す
る樹脂材料であるので、これを成形した成形品は、摺動部品として好ましく用いられる。
　摺動部品の具体例としては、電気用品、事務機器および動力機器等の歯車、回転軸、軸
受け、各種ギア、カム、メカニカルシールの端面材、バルブなどの弁座、Ｖリング、ロッ
ドパッキン、ピストンリング、ライダーリング等のシール部材、圧縮機の回転軸、回転ス
リーブ、ピストン、インペラー、ローラー等に好適に使用できる。
【実施例】
【００５３】
　以下に実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。以下の実施例に示す材料、使
用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない限り、適宜、変更する
ことができる。従って、本発明の範囲は以下に示す具体例に限定されるものではない。
【００５４】
＜合成例＞
（ポリアミド（ＭＰ１０）の合成）
　攪拌機、分縮器、全縮器、温度計、滴下ロート及び窒素導入管、ストランドダイを備え
た反応容器に、精秤したセバシン酸１２,１３５ｇ（６０ｍｏｌ）、次亜リン酸ナトリウ
ム一水和物（ＮａＨ2ＰＯ2・Ｈ2Ｏ）３．１０５ｇ（ポリアミド樹脂中のリン原子濃度と
して５０質量ｐｐｍ）、酢酸ナトリウム１．６１ｇを入れ、十分に窒素置換した後、さら
に少量の窒素気流下で系内を攪拌しながら１７０℃まで加熱した。酢酸ナトリウム／次亜
リン酸ナトリウム一水和物のモル比は、０．６７とした。
　これにメタキシリレンジアミンとパラキシリレンジアミンの７：３の混合ジアミン８，
１７２ｇ（６０ｍｏｌ）を攪拌下に滴下し、生成する縮合水を系内へ除きながら系内を連
続的に昇温した。混合メタキシリレンジアミンの滴下終了後、内温を２６０℃として４０
分間溶融重合反応を連続した。
　その後、系内を窒素で加圧し、ストランドダイからポリマーを取り出して、これをペレ
ット化し、約２４ｋｇのポリアミド樹脂を得た。得られたポリアミドの融点は２１５℃、
ガラス転移点は、６４．４℃、Ｍｎは１４，２８６であった。
【００５５】
＜原料＞
（Ａ）ポリアミド樹脂
（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂：ポリアミドＭＸＤ６（メタキシリレンジアミンとア
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ジピン酸との重縮合物）、三菱ガス化学社製「ポリアミドＭＸＤ６＃６０００」、融点２
４３℃、ガラス転移温度７５℃、Ｍｎ２５０００
（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂：上記で合成したＭＰ１０
（ａ－２）（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点の高いポリアミド樹脂：ポリア
ミド６６（ＰＡ６６）、東レ社製、アミランＣＭ３００１、融点２６８℃、ガラス転移温
度５０℃、Ｍｎ２４０００
（ａ－３）（ａ－１）半芳香族ポリアミド樹脂よりも融点が低く、かつ、ガラス転移温度
が２０℃以上低い脂肪族ポリアミド樹脂：ポリアミド６（ＰＡ６）、デュポン社製、ザイ
テル１０１１ＦＢ、融点２２５℃、ガラス転移温度４８℃、Ｍｎ１１０００
【００５６】
（Ｂ）ポリオレフィンワックス
ＬＤＰＥ－ＷＡＸ：三井化学社製、ハイワックス７２０Ｐ、Ｍｎ７２００
ＨＤＰＥ－ＷＡＸ：三井化学社製、ハイワックス８００Ｐ、Ｍｎ８０００
酸変性ＬＤＰＥ－ＷＡＸ：三井化学社製、ハイワックス１１０５Ａ、Ｍｎ１５００
【００５７】
（Ｃ）金属塩
炭酸カルシウム：日東粉化工業社製、アスペクト比１、粒子径２μｍ
炭酸バリウム：純正化学社製、アスペクト比２、粒子径５μｍ
【００５８】
無機充填剤
ガラス繊維：日本電気硝子社製、ＥＣＳ０３Ｔ－２９６ＧＨ、数平均繊維径１０μｍ
核剤
タルク：林化成社製、ミクロンホワイト５０００Ａ、平均粒子径７μｍ
黒色着色剤
カーボンブラック：三菱化学社製、＃４５、ＤＢＰ吸油量５３ｇ／１０ｃｍ3

【００５９】
＜ポリアミド樹脂の融点およびガラス転移温度の測定方法＞
　ポリアミド樹脂の融点は、ＤＳＣ（示差走査熱量測定）法により観測される昇温時の吸
熱ピークのピークトップの温度として測定した。ポリアミド樹脂のガラス転移温度は、ポ
リアミド樹脂を一度加熱溶融させ熱履歴による結晶性への影響をなくした後、再度昇温し
て測定されるピークトップの温度として測定した。
　具体的には、ＤＳＣ測定器を用い、試料であるポリアミド樹脂の量は約１ｍｇとし、雰
囲気ガスとしては窒素を３０ｍＬ／分で流し、昇温速度は１０℃／分の条件で室温から予
想される融点以上の温度まで加熱し溶融させた際に観測される吸熱ピークのピークトップ
の温度から融点を求めた。次いで、溶融したポリアミド樹脂を、ドライアイスで急冷し、
１０℃／分の速度で融点以上の温度まで再度昇温し、ガラス転移温度を求めた。ＤＳＣ測
定器としては、島津製作所（SHIMADZU CORPORATION）製、ＤＳＣ－６０を用いた。
【００６０】
＜実施例１＞
＜＜ポリアミド樹脂組成物のコンパウンド＞＞
　最終組成が後述する表に示す組成となるように（表中の各成分の量は質量比である）、
各成分をそれぞれ秤量し、ガラス繊維を除く成分をタンブラーにてブレンドし、二軸押出
機（東芝機械社製、ＴＥＭ２６ＳＳ）の根本から投入し、溶融した。カーボンブラックは
、ポリアミド樹脂で５０質量％マスターバッチを製造してから投入し、混練した。混練後
、ガラス繊維をサイドフィードして樹脂ペレット（ポリアミド樹脂組成物）を作製した。
押出機の設定温度は、２８０℃にて実施した。
【００６１】
＜＜曲げ強さおよび曲げ弾性率の測定方法＞＞
　上述の製造方法で得られた樹脂ペレットを１２０℃で４時間乾燥させた後、日精樹脂工
業社製、ＮＥＸ１４０IIIを用いて、４ｍｍ厚さのＩＳＯ引張り試験片を射出成形した。
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シリンダー温度は２８０℃、金型温度は１３０℃にて実施した。
　ＩＳＯ１７８に準拠して、上記ＩＳＯ引張り試験片（４ｍｍ厚）を用いて、２３℃の温
度で曲げ強度（単位：ＭＰａ）および曲げ弾性率（単位：ＧＰａ）を測定した。
【００６２】
＜＜荷重たわみ温度（ＤＴＵＬ）＞＞
　ＩＳＯ７５－１，２に準拠して、上記ＩＳＯ引張り試験片（厚さ４ｍｍ）を用いて、曲
げ応力１．８０ＭＰａ条件下で荷重たわみ温度を測定した。
【００６３】
＜＜比摩耗量＞＞
　上述の製造方法で得られた樹脂ペレットを１２０℃で４時間乾燥させた後、日精樹脂工
業社製、ＮＳ－４０を用いて、接触面積２ｃｍ2の中空円筒試験片を射出成形した。この
とき、シリンダー温度は２８０℃、金型温度は１３０℃にて実施した。
　ＪＩＳＫ７２１８（Ａ）法に準拠し、温度２３℃、湿度５０％環境下で、中空円筒試験
片同士での摩擦摩耗試験を、線速度１００ｍｍ／秒、加圧荷重５ｋｇｆ条件下にて２０時
間実施し、同材料に対する比摩耗量を、装置固定側と可動側それぞれの試験片について測
定した。比摩耗量は、摩耗減少した試験片体積を、総走行距離と加圧荷重で除して算出し
た。
【００６４】
＜＜限界ＰＶ値＞＞
　上述の成形方法で得られた中空円筒試験片同士での摩擦摩耗試験を、線速度１００ｍｍ
／秒条件にて、初期加圧荷重５ｋｇｆとし、１分間毎に加圧荷重を５ｋｇｆ増していく方
法で行い、限界ＰＶ値を求めた。限界ＰＶ値は、線速度と試験片溶融時の加圧荷重の積で
求められた。
【００６５】
＜＜外観＞＞
　上述の製造方法で得られた樹脂ペレットを１２０℃で４時間乾燥させた後、日精樹脂工
業社製、ＮＳ－４０を用いて、接触面積２ｃｍ2の中空円筒試験片を射出成形した。この
とき、シリンダー温度は２８０℃、金型温度は１３０℃にて実施した。得られた試験片に
ついて、外観を以下の通り評価した。
Ａ：黒味が十分であり、フィラー浮きも見られない。
Ｂ：黒味が不十分、もしくはフィラー浮きが見られる。
Ｃ：黒味が不十分、かつフィラー浮きが見られる。
【００６６】
【表１】

【００６７】
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【表２】

【００６８】
【表３】

【００６９】
【表４】

【００７０】
【表５】

【００７１】
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【表６】

【００７２】
　上記結果から明らかなとおり、ポリオレフィンワックスを配合しない場合（比較例１）
、成形品の比摩耗量が多くなってしまった。また、金属塩を配合しない場合も（比較例２
）、成形品の比摩耗量が多くなってしまった。さらに、半芳香族ポリアミド樹脂を配合し
ない場合（比較例３）、外観が劣ってしまった。また、限界ＰＶ値も劣っていた。
　これに対し、ポリアミド樹脂組成物が、ポリオレフィンワックスと所定の金属塩を含む
場合（実施例１～４）、高い機械的強度を維持しつつ、比摩耗量の少ない成形品が得られ
た。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明のポリアミド樹脂組成物から形成される成形品は、機械的強度が高く、耐摩耗性
に優れているので、電気用品、事務機器、動力機器等の歯車、回転軸、軸受け、各種ギア
、カム、メカニカルシールの端面材、バルブなどの弁座、Ｖリング、ロッドパッキン、ピ
ストンリング、ライダーリング等のシール部材、圧縮機の回転軸、回転スリーブ、ピスト
ン、インペラー、ローラー等に好適に使用できる。
【００７４】
　特願２０１６－０５２３０７号明細書の内容および特願２０１６－０５２３０６号明細
書の内容は、本明細書に組み込まれる。
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